
i第4章 自然科学分析

第 1節人骨の分析

第 1項 田小屋野貝塚出人骨の形質人類学的分析

1. はじめに

萩原康雄 (l)鈴木敏彦 (2)奈良貴史 (l)

(1)新潟医療福祉大学医療技術学部

(2)東北大学大学院歯学研究科

田小屋野貝塚は、青森県つがる市木造にある、縄文時代前期から中期にかけての貝塚遺跡である。

2012年7"-'12月にかけて、つがる市教育委員会によって発掘調査が行われ、保存状態はやや不良だ

が、縄文時代前期の人骨が1体発見された。

骨の計測法はMartinund Saller(l 957)に準拠して行い、比較には主として代表的な縄文時代人資

料である、津雲貝塚出土の縄文時代晩期女性人骨（以下：縄文女性）、及び畿内現代人女性人骨（以下：現

代女性）を用いた。各項目の計測値を表lに示す。

2. 人骨の出土状況と遺存状態

(1) 出土状況

頭骨は、後頭骨の一部を除き破損されており、顔面の向きは正確には確認できないが、椎骨の配列

から右向きと推定される。体幹は左側を上にした横臥である。上肢骨は、顔面の前に手が来るように

左右とも肘を45゚ 程度屈曲させた状態である。下肢骨は、膝蓋骨が撹乱を受け遣存しないが、大腿骨

と足根骨の配列から脚をそろえて90゚ 近く屈曲された状態である。以上のことから右向き横臥屈葬と

判断される。

(2)遺存状態

(a)概要

頭骨、体幹骨は破損が著しく断片的であるが、四肢骨は比較的状態が良い。同定できた部位を図lに

黒塗りで示す。

(a)個々の骨の遺存状態

頭骨：脳頭蓋は断片化しており、後頭骨外後頭隆起部のみ同定された。顔面頭蓋は断片化のため同定

不能である。歯は左上顎第一大臼歯、左下顎第一。第三大臼歯の歯冠のみが遺存している（図2)。

体幹骨：椎骨は仙骨を含めて全て破損しており、完型のものは遺存していない。肋骨は左第一肋骨の

中央部周囲のみ同定されたが、他は同定不能であった。胸骨は遺存していない。

上肢骨（図3): 鎖骨は左側の近位1/3から骨幹部のみ遣存している。肩甲骨は左側の外側縁及び関節腐

周囲のみ遣存している。上腕骨は、右側では三角筋粗面部と骨幹遠位部がそれぞれ約5cmずつ、左

側は両骨端が欠損しているが骨幹部の約2/3が遺存している。撓骨と尺骨は断片化しており同定不能

であった。手の骨は左右ともに遺存していない。

下肢骨（図4): 寛骨は部分的欠損が多いが、左右ともに耳状面から大座骨切痕にかけて遺存してい
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る。大腿骨は右側が近位から骨幹中央にかけて、左は近位約1/3が遺存している。膝蓋骨は左右とも

に遺存していない。腔骨は右側の遠位1/4程度のみが遣存している。排骨は右側の遠位端のみ遣存し

ている。足の骨は、足根骨は右側で全て遺存しているが、左側は遺存していない。中足骨は左右とも

に全て遺存しているが、骨頭・骨端部が破損したものが多い。趾骨は右の第一基節・末節骨を除いて、、

未同定の基節骨・中節骨が4つ遺存している。

3. 性・年齢

年齢に関しては、胚骨、肺骨など遺存する長骨の骨端部は全て癒合していることから成人段階に

は達している。さらに、茂原(1993)の縄文時代人の歯の咬耗段階の基準を用いると、左上顎第一大臼

歯、左下顎第一大臼歯は、象牙質が全面に露出するブローカーの3度だが、左下顎第三大臼歯では咬

耗がエナメル質に留まる 1度であることから、第一大臼歯から60歳以上、第三大臼歯からは20-30歳

に相当する。遺存する胸椎の椎体には加齢性の骨棘形成は認められない。また、腸骨耳状面の形状に

よれば、耳状面上に粗雑な面と平滑な面、低密度な海綿質に至る孔、辺縁部の骨棘形成を認めるな

ど、壮年期後半以降の様相を示す。従って、第一大臼歯の咬耗は著しいが、第三大臼歯の咬耗状態、

加齢性の骨棘が見られないことから老年期にまで至っているとは考え難く、本例は壮年期後半から熟

年期と推定される。

性別は、寛骨大坐骨切痕は広く、陥入は浅い。後頭骨外後頭隆起の発達は弱く、四肢長骨は華奢で

あることから、女性であると推定される。

4. 形態学的特徴

(1)上肢骨

鎖骨：骨体中央部の周径(37mm)は縄文女性(33.5mm)、現代女性(31.8mm)と比較して太い。骨体中

央は扁平（中央断面示数：59.7)であり、扁平とされる縄文女性(75.l)と比較してもその扁平性は強く、

現代女性(79.0)と比較するとより顕著である。

肩甲骨：外側縁の形態は腹側に溝が有るサピエンス型である(Vallois,1932)。

上腕骨：両側で三角筋粗面の発達を認めるが、右側でより顕著である。骨幹の周径（最小周：53mm)は

縄文女性(55.3mm)や現代女性(54.9mm)と比較してやや細く、縄文時代人に一般的に言われるよう

な骨幹の扁平性は認めない（中央断面示数：84.6、縄文女性：69.0、現代人女性：75.3)。

(2)下肢骨

寛骨：両側にいわゆる妊娠痕に相当する前耳状面溝（図3-lb矢印部）を認める。 Igarashi(l992)の妊娠

出産痕スコアは左右ともに「強い」（左右合計スコア4)であり、本例は妊娠出産の経験があった可能

性がある。

大腿骨：殿筋粗面が両側共に発達しており、転子下窟も明瞭だが、第三転子は認めない。小転子か

らは筋の発達は伺われない。骨体の太さ(75.0mm)は縄文女性(77.4mm)よりもやや細く、現代女性

(74.7mm)と同程度である。骨体中央部の後方支柱（ピラスタ）が僅かに認められるが、骨体の中央断

面示数は102.5と低い（図5)。しかし、男性で後方支柱が強く発達する縄文時代人でも、女性では中央

断面示数が103.9と低い値を示す領向にある。骨体上部は扁平（上部断面示数：75.8)である。

腔骨：最小周(65mm)は縄文女性(67.1mm)よりやや細いが、現代女性(61.7mm)よりは太い。縄文時
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代人の約85%に発生するとされる距腿関節面の延長、いわゆる闊距面（馬場，1970;森本，1981)は、内

果前面のみに認められている（図4-1矢印部）。

足の骨：縄文時代人の30%に生じるとされる距骨滑車前方の内側闊鋸面が認められ（図4-2a矢印部）、

その形態は森本の分類でB型（森本，1981)である。また、距骨下関節の闊鋸面である距骨体副外面

(Sewell, 1904)も認められ、それに対応する踵骨後距骨関節面の前外側隅に生じる闊据面も存在す

る。距骨下面の前・中踵骨関節面は田中ら(2004)の分類でAngulartypeであり、対応する踵骨の関節

面はDemarcatedtypeである。山口(1982)によると、縄文時代人では95.7%で距骨滑車の外縁が内縁

より高いとされるが、本例も同様の傾向を示す。内側楔状骨と第一中足骨の長排骨筋付着部は面状で

あり、明瞭である。

右側の足の骨は遺存状態が非常に良好であった為、現代女性を基準とした偏差接線を作成、比較を

行った（図6)。その結果、縄文女性と現代女性で差がみられるとされる 13項目のうち、距骨長幅示数

の1項目以外は縄文女性良く似た傾向を示した。

長骨の比例：縄文時代人では大腿骨に対する上腕骨の太さが太いとされているが、本例の大腿骨と上

腕骨の相対周は70.7であり、縄文女性と同程度の値(70.8)を示す。

5. 考察

本例と縄文時代人資料とを比較すると、全身的に筋の発達が良好である、鎖骨が扁平である、大腿

骨に後方支柱を認める、大腿骨体上部が扁平である、胚骨・距骨に鱒据面を認める、距骨滑車面辺縁

部の高さ、など縄文時代人的特徴とされる項目で良く一致している。更に、遺存状態が良好な足部

は、津雲と非常に良く似た傾向を示している。上腕骨が扁平でない、距骨の長幅示数が小さいなど、

縄文時代人的特徴と異なる項目も存在するが、本例は全般的に縄文時代人的領向を良く示している。

本例は縄文時代前期の資料である。縄文時代早期と縄文時代中・後晩期以降では形態的に差がある

とされているため（小片：1981)、本例が縄文時代早期や、中・後晩期に対しどの様に位置づけられるか

検討を行った。茂原(1994)のまとめた縄文時代早期人の特徴で、本例と比較可能な項目として、①下

顎歯に頬舌方向の特殊摩耗がみられる、②躯幹四肢骨は全般的に細いが、特に上肢骨が華奢である、

③大腿骨は粗線の発達がよく、付柱状である、の3点がある。これら3点について田小屋野人骨を検

証すると、①咬耗は強いが、特殊摩耗ではない。四肢骨は鎖骨を除いて縄文女性の平均よりも細い

が、全て— I a以内であり、上肢骨が特に華奢ということも認められない。③本例は後方支柱を認める

が、大腿骨の中央断面示数は102.5であり、津雲(103。9)と同程度あり、縄文時代早期女性の118.0に

遠く及ばない（池田，1985;茂原，1993;馬場，2006)。以上より、本例は津雲と比較して四肢骨が若干華

奢ではあるが、全般的に中・後晩期時代に良く似た形態を示している。

6. まとめ

2012年に田小屋野貝塚から出土した縄文時代人骨は、壮年期後半から熟年期の女性と推定され

た。縄文時代早期よりか晩期の人骨と同様の形態学的特徴を示す。
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図l. 田小屋野人骨

遣存部位（黒塗り部：

同定部位）（肋骨、基

節骨などに未同定部

位有り）

図3. la. 右寛大骨腹側面、 lb.左寛骨腹側面（矢

印部：前耳状面溝）、 2a.右大腿骨前面、 2b.右大

腿骨外側面、 2c.右大腿骨後面、 2d.右大腿骨内

側面、 2e.左大腿骨前面、 2f.左大腿骨外側面、

2g. 左大腿骨後面、 2h.左大腿骨内側面、 2i.右腔

骨排骨前面

5
 

図2. la. 左上顎第一大臼歯、 lb.左下顎第一大臼

歯、 le.左下顎第三大臼歯、 2a.左肩甲骨腹側面、

2b. 左肩甲骨背側面、 2c.左鎖骨上面、 2d.左鎖骨

側面、 2e.左鎖骨下面、 2f.右上腕骨前面、 2g.右

上腕骨後面、 2h.左上腕骨前面、 2i.左上腕骨後面
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距骨長

距骨幅

距骨高

距骨後踵骨関節面偏｛奇角

距骨頸偏倫角

距骨頭捻転角

距骨長幅示数

距骨長高示数

距骨滑車長幅示数

踵骨長

踵骨幅

踵骨高

踵骨後関節面偏｛奇角

距骨踵骨角

第一中足骨長

第一中節骨長

第一末節骨長

―←—田小屋野

畿内現代人基準偏差折線

図6. 足部偏差折線（畿内現代人基準）

I I I 

2
 図4. 1. 右胚骨排骨下面（矢印部：内果路鋸面）、 2a.右足

部上面（矢印部：内側跨鋸面）、 2b.右足骨外側面、 2c.左足

趾骨

田小屋野 縄文男性 縄文女性

1mm 4mm 

現代人男性

内側方

現代人女性

／` ヽ
て

・・・匿.." 

外側方

図5. 大腿骨中央断面図 時代別比較図

98 



表 l. 各計測値と他集団との比較

計測項目
田小屋野 津雲（清野ら） 現代人（宮本）

右 左 右 右
計測項目

田小屋野 津雲（清野ら） 現代人（宮本）

右 左 右 右

鎖骨 舟状骨

4 中央垂直径 13 9 11.3 10 7 2 忌円古向 23 9 

5 中央矢状径 83 85 83 4距骨関節面幅 16 0 

4-01 中央最大径 13 9 ．． 中間楔状骨

5-01 中央最小径 83 1上部長 15.2 

6 中央周 370 33 5 31 8 2中央上幅 13 6 

45 中央断面示数 59 7 751 79 3遠位幅 12 5 ......上.腕.骨..... 
4近位幅 14 5 

5 中央最大径 18 2 204 19 5 5-01最大高 201 

6 中央最小径 15 4 14 14.6 外側楔状骨
... ........ ... 

5-01 粗面位最大径 19 7 1上部長 21 0 

6b 中央横径 17 3 20.9 2中央上幅 13 3 

6c 中央矢状径 17 0 3遠位幅 11.0 

6-01 粗面最小径 15 0 17 3 4近位幅 13 2 

7 最小周 55.0 53 0 55 3 549 5-01最大高 214 

7a 中央周 53 0 
...立..方..骨... .... 

65 体断面示数 84 6 69 75 3 1内側長 31 7 

大腿骨 2外側長 15 4 

6体中央矢状径 24 3 25 0 23 5 3骨高 21 4 

7体中央横径 23 7 240 23 2 第—・中足骨
8体中央周 75 77 4 74 7 1骨長 56 8 541 51 7 

9体上横径 26 6 260 3体幅 10 6 

9'体上最大径 277 27 9 28 3 27 9 4体高 108 104 

10体上矢状径 21 6 21 3 6底幅 16 0 109 

10'体上最小径 21 0 207 20 8 208 7底高 24 4 

13上骨端長 79 5 8頭幅 18 4 

14前頭頚長 640 9頭高 19 2 

15頸垂直径 25 7 
．．． 

第二..中.足骨 ．． 

16頸横径 22.0 3骨体幅 75 

17頸周 80 4骨体高 81 69 

18頭垂直径 38 5 6a近位端最大幅 14 6 83 

19頭横径 38 6 第三中足．骨． 

29頸体角 123 1243 129 2 2骨長

67中央断面示数 102 5 103 9 1014 3骨体幅 93 68 4 

10 9体上部断面示数 81 2 81 9 4骨体高 80 

10'9'体上部断面示数 75 8 742 73 5 75 6a近位端最大幅 13 0 

1918骨頭横断示数 1003 994 98 8 7a近位端最大高 18 2 ..........胆..骨........... . . . . . . ..... ......第..四...中..足...骨..... 

6下幅 ((44)) 3骨体幅 85 

7下端矢状径 ((37)) 4骨体高 82 74 

10b最小周 65 67 1 61 7 6a近位端最大幅 11 8 86 
誹...骨... 

7a近位端最大高 15 3 121 

4(2)下端横幅 24.0 17 0 

4(2a)下幅矢状径 16 0 
.. 

第五中足骨
... 

....... ... 
距骨 2骨長

1骨長 47 5 45 2 455 3骨体幅 87 63 5 

1a最大長 500 4骨体高 61 90 

2骨幅 33 6 37 6 35 8 6a近位端最大幅 15 6 65 
3 庶目古向 26 25 6 27 7a近位端最大高 12 5 16 9 

4滑車長 26 2 12 2 

5滑車幅 25 8 
第...一.基.節.骨.. ... ．．雫...

7外果面全幅 27.7 1骨長 29 6 28 7 231 

9頭長 19.2 la骨関節間長 26 6 

10頭幅 18 5 2骨体幅 10 5 25 6 

12後踵骨関節面長 251 2a近位幅 14 5 111 

13後踵骨関節面幅 18 5 2b遠位幅 17 3 

21長幅示数 70 7 83 2 78 7 3骨体高 81 

31長高示数 54 7 56 6 59 3 3a近位高 88 

54滑車長幅示数 98 5 92 9 86 2 3b遠位高 141 .... .踵...骨.. 
4指長 108 4 1045 94 9 

1最大長 70 69 6 66 6 
... ..第..一.末節

la全長 66 5 1骨長 22 0 21 7 201 

2中央幅 38 9 37 9 36 3 la骨関節間長 21 7 

4骨高 33 0 36 3 35 2骨体幅 94 

4a最大高 40 2a近位幅 16 9 

5踵骨体長 47 2b遠位幅 101 

5a荷重腕長 40 3骨体高 77 

6載距突起幅 16 9 3a近位高 83 

7踵骨隆起高 38 6 409 39 2 3b遠位高 67 

9後距骨関節面長 22 2 

10後距骨関節面幅 18 9 

12立方骨関節面幅 25 3 

13立方骨関節面高 21 6 

10 9関節面長幅示数 851 71 3 744 
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